
 

～禁煙外来で 楽に！ 確実に！ お金をかけずに！～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たばこをやめると・・・ 

 

20 分で  血圧と脈拍が正常域に下がる。 

 

        8時間で  血中の一酸化炭素濃度が下がり、運動能力が改善する。 

 

             24 時間で  心臓発作の危険性が下がる。 

 

               2～3週間で  循環機能（心臓・血管など）が改善する。 

 

                 １～９か月で  せきや全身倦怠感が改善する。 

 

           5年で  肺がんになる確率が半減する。 

 

                       10 年で  さまざまな病気なる確率が減少する。 

               

 

 

禁煙をうまく達成するための方法として「禁煙外来」があります。 

医師と相談しながら薬を上手に使うことで、禁煙中の辛さをやわらげながら前向きに取り組むこ

とができます。 

 

本当はやめたいのにやめ

られない・・・ 

今さらやめても遅い？ 

禁煙ってお金がか

かるでしょ！？ 

 

 

 

 



＜禁煙治療が保険適用となるための条件＞ 
 

① 前回の治療の初回診療日から 1 年経過している（過去に禁煙治療をしたことがある方の場合） 

② 健康保険等が適用される「禁煙治療を受けるための要件」として以下４つを満たしている 

 

 

 

 

 

 

       

ニコチン依存症に係るスクリーニングテスト（TDS） 

設問内容 はい(1点) いいえ(0点) 

問1. 自分が吸うつもりよりも、ずっと多くタバコを吸ってしまうことがありましたか。   

問2. 禁煙や本数を減らそうと試みて、できなかったことがありましたか。   

問3. 禁煙したり本数を減らそうとしたときに、タバコがほしくてほしくてたまらなくなることがあ

りましたか。   

問4. 禁煙したり本数を減らしたときに、次のどれかがありましたか。（イライラ、神経質、落ちつ

かない、集中しにくい、ゆううつ、頭痛、眠気、胃のむかつき、脈が遅い、手のふるえ、食欲

または体重増加）   

問5. 問4でうかがった症状を消すために、またタバコを吸い始めることがありましたか。   

問6. 重い病気にかかったときに、タバコはよくないとわかっているのに吸うことがありましたか。   

問7. タバコのために自分に健康問題が起きているとわかっていても、吸うことがありましたか。   

問8. タバコのために自分に精神的問題（注）が起きているとわかっていても吸うことがありましたか。    

問9. 自分はタバコに依存していると感じることがありましたか。   

問10. タバコが吸えないような仕事やつきあいを避けることが何度かありましたか。   

 合 計    

(注)喫煙や本数を減らした時に出現する離脱症状（いわゆる禁断症状）ではなく、喫煙することによって 

神経質になったり、不安や抑うつなどの症状が出現している状態。（禁煙治療のための標準手順）  

１. ニコチン依存症を診断するテストで５点以上 （下記問診票参照） 

２. ブリンクマン指数（1 日の喫煙本数   本 × 喫煙年数  年）が 200 以上 

  （３５歳未満の方は２００以下でも可 Ｈ28.４月～） 

3. 1か月以内に禁煙を始めたいと思っている 

4. 禁煙治療を受けることを文書により同意している 

 

 

 

 

         

 


